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拡張機能リリースのお知らせ 

〜SSCV-Safetyに「IT点呼機能」を追加。輸送事業者の業務効率化をサポート〜 

 

安全運行管理ソリューション SSCV®-Safety は、従来のドライバーの健康と安全を守る機能に加え、輸送

事業者に義務付けられている点呼業務をデジタル化する「IT 点呼機能」を 2024 年 4 月にリリースいたしまし

た。 

 

1.機能追加の背景と目的 

点呼業務は、ドライバーの安全を確保するために法令で義務付けられており、すべての輸送事業者が実施し

なければなりません。国土交通省では、近年の輸送業における人手不足や長時間労働の是正、業務効率

化を目的とした、運行管理の DX を推進しています。従来、対面で行う点呼が原則のところ、遠隔でのカメラ

や通信機器を用いた「IT 点呼」も同等の扱いとなり、その実施が認可されています。 

SSCV-Safety では、ドライバーの体調や健康状態を定量的に把握できる基本機能に加え、IT 点呼ができ

る機能を提供開始しました。これにより、運行管理業務の負荷軽減やドライバーの安全運行管理をサポートし

ます。 

 

2.機能の特長  

・アルコールチェッカーやビデオ通話システムと連携し、点呼情報をクラウドに自動記録できる 

・SSCV-Safety「予測する」機能で取得した、客観的な体調情報もとに IT 点呼ができる 

・運行ルート実績や出退勤情報を加味した点呼が可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

【画面イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

スマートフォンの通話画面（ドライバー向け）イメージ（左） 

アルコールチェッカーと連携し、体調記録と共に情報を記録できる 

スマートフォンから管理者に通話発信ができる 

 

管理者用 IT 点呼画面（右） 

PC 画面から管理画面上で、ドライバーとビデオ通話ができる 

ドライバーが記録した体調情報を確認しながら、定量的な判断ができる 

 

3.導入効果 

・ドライバーの健康状態を把握しながら点呼ができ、未然に事故を防ぐことができる 

・各所で行われる点呼記録をクラウドで一元管理できるため、業務効率化と法令遵守が図れる 

・SSCV-Safety の既存機能とともに活用することで、更なる安全管理業務の DX を推進する 

 

SSCV-Safety は、「すべての運ぶに安全を」をスローガンに、ドライバーの安全を支え、安全に関わる全ての

業務の改善を後押しします。今後も事故ゼロ社会の実現をめざし、サービスの改善・改良に努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜SSCV とは＞ 

「輸送を支える。社会をよくする。」 

SSCV-Smart、SSCV-Safety、SSCV-Vehicle の３つの

ソリューションで構成される、当社が提供する「物流企

業の視点＋テクノロジーの力」を活用した輸送課題を解

決する輸送デジタルプラットフォームです。 



 

 

 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

ロジスティード株式会社 

DX ソリューション開発本部 サプライチェーンイノベーション部 輸送ソリューショングループ 

sscv-safety_inquiry@logisteed.com 


